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埼玉県立

浦和西高校

進路指導体制の構築

進路指導の体系化で
気付きを与え
生徒に自立を促す

◎自主自立の精神と高い学力を備え、
社会に貢献できる人材の育成を目指す。
異文化交流も盛んで、夏休みに 2 週間
のオーストラリア研修を実施。２０１０年
度から県の進学指導重点推進校の指
定を受け、複数校による進路指導法開
発のネットワーク拠点校となる

国公立大は、埼玉大、千葉大、お茶の
水女子大、東京外国語大、東京学芸大、
東京農工大、宇都宮大、埼玉県立大な
どに２８人が合格。私立大は、青山学院大、
慶應義塾大、上智大、立教大、早稲田
大などに延べ５１５人が合格。

設立

形態

生徒数

1１年度入試合格実績（現役のみ）

１９３４（昭和９）年

全日制／普通科／共学

１学年約３６０人

住所
　

電話

Web Site

〒330-0042
埼玉県さいたま市浦和区木崎3-1-1

048-831-4847

59
指導変革の

成果実践背景

◎生活面の乱れなど
から学力が十分に伸び
なかった。生徒が進路
を意識する時期が遅く
対策が遅れ、進学実
績が下降していった

変革のステップ

◎生活や進路に関し、
生徒の気付きを待つ
指導から、教師の働
き掛けで気付かせる
指導に転換。進路指
導の系統性も重視

◎２７年ぶりに国公立
大の現役合格者数が
２０人を超える。成績
中位層の進学実績も
向上し、現役合格率
が高まる

http://www.urawanishi-h.spec.ed.jp/

　
自
ら
律
し
自
ら
の
責
任
で
考
え
行
動
す
る
「
自
主
自

立
」
を
校
訓
と
す
る
埼
玉
県
立
浦
和
西
高
校
。
制
服
は

な
く
、
学
校
行
事
や
部
活
動
な
ど
は
伝
統
的
に
生
徒
主

体
で
運
営
さ
れ
、校
内
は
自
由
な
空
気
に
満
ち
て
い
る
。

「
自
由
な
校
風
の
進
学
校
」
と
地
域
か
ら
の
信
頼
は
厚

く
、
卒
業
生
が
我
が
子
を
入
学
さ
せ
る
ケ
ー
ス
も
多
い

と
い
う
。

　
と
こ
ろ
が
、
数
年
前
、
教
師
は
自
主
自
立
の
指
導
の

在
り
方
に
つ
い
て
頭
を
悩
ま
せ
て
い
た
。
進
路
指
導
主

任
の
佐
藤
和
平
先
生
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「
自
主
自
立
の
意
味
を
理
解
し
て
自
律
的
に
学
校

生
活
を
送
る
生
徒
が
い
る
一
方
で
、
学
習
規
律
の
乱

れ
や
遅
刻
な
ど
生
活
面
に
問
題
の
見
ら
れ
る
生
徒
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
結
果
と
し
て
、
生
徒

の
力
は
十
分
に
は
伸
び
ず
、
進
学
実
績
は
年
を
追
っ

て
下
降
し
て
い
ま
し
た
」

　
ま
た
、
課
外
活
動
が
活
発
な
半
面
、
本
気
で
進
路
を

考
え
る
の
は
３
年
生
に
な
っ
て
か
ら
と
い
う
雰
囲
気
が

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
入
試
へ
の
対
策
が
遅
れ
て
浪
人

す
る
生
徒
も
多
か
っ
た
。

　「『
生
徒
の
力
を
引
き
出
せ
て
い
な
い
』
と
、
私
た

ち
は
問
題
意
識
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
校

内
に
は
『
生
徒
が
自
ら
気
付
く
ま
で
待
と
う
』『
進

路
は
生
徒
が
自
分
で
考
え
る
も
の
』
と
い
っ
た
考
え

が
根
強
く
、
生
徒
の
自
主
性
を
重
ん
じ
る
あ
ま
り
、

再
考
を
迫
ら
れ
た

自
主
自
立
を
促
す
指
導
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生
活
指
導
や
進
路
指
導
に
あ
ま
り
積
極
的
に
は
な
れ

ず
に
い
ま
し
た
」（
佐
藤
先
生
）

　
高
校
入
学
時
の
進
路
希
望
調
査
で
は
、
２
０
０
人
近

く
が
国
公
立
大
へ
の
進
学
を
希
望
す
る
が
、
国
公
立
大

の
現
役
合
格
者
数
は
例
年
10
人
程
度
。
成
績
中
位
層
の

生
徒
の
多
く
は
伸
び
悩
み
、
入
試
の
直
前
に
第
１
志
望

校
を
変
え
る
ケ
ー
ス
も
目
立
っ
て
い
た
。

　
入
り
口
と
出
口
の
差
が
、
あ
ま
り
に
も
か
け
離
れ
て

い
る
…
…
。
そ
れ
が
同
校
の
教
師
に
共
通
す
る
問
題
意

識
だ
っ
た
。

　
そ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
た
同
校
に
契
機
が
訪
れ
た
。

２
０
０
７
年
度
、
埼
玉
県
の
進
学
指
導
総
合
推
進
事
業

に
指
定
さ
れ
た
の
だ
。
同
校
は
「
進
学
指
導
推
進
委
員

会
」
を
設
置
し
、
学
校
改
革
に
着
手
し
た
。
委
員
は
、

校
長
、
教
頭
、
教
務
主
任
、
進
路
指
導
主
任
、
国
語
・

数
学
・
英
語
の
教
科
の
代
表
、
及
び
有
志
の
約
10
人
だ
。

管
理
職
が
加
わ
っ
た
の
は
、
学
校
全
体
で
取
り
組
む
と

い
う
意
思
表
明
と
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
決
定
を
下
し
、

即
座
に
実
行
に
移
し
た
い
と
い
う
狙
い
が
あ
っ
た
。

　
ま
ず
委
員
が
手
分
け
し
て
全
国
の
先
進
校
を
視
察
。

良
い
と
思
う
取
り
組
み
を
列
挙
し
、
自
校
の
実
態
に
合

わ
せ
て
ど
う
し
た
ら
取
り
入
れ
ら
れ
る
か
を
検
討
し
て

学
校
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
作
り
上
げ
て
い
っ
た
。

　
通
常
、
次
年
度
の
学
年
団
の
組
織
づ
く
り
は
、
３
月

の
人
事
異
動
発
表
後
に
行
う
。
し
か
し
、
こ
の
年
は
08

年
度
入
学
生
の
指
導
に
つ
い
て
時
間
を
か
け
て
準
備
し

よ
う
と
12
月
に
早
め
た
。
08
年
度
１
年
生
の
学
年
主
任

を
務
め
た
坂
江
隆
志
先
生
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「
本
校
で
の
赴
任
歴
が
２
年
ほ
ど
の
教
師
を
中
心

に
１
年
生
の
学
年
団
が
構
成
さ
れ
ま
し
た
。そ
し
て
、

生
徒
が
入
学
す
る
ま
で
の
３
か
月
間
、『
３
年
後
を

見
通
し
て
ど
の
よ
う
に
指
導
し
て
い
く
か
』
と
議
論

を
重
ね
ま
し
た
」

　
こ
の
期
間
は
、
教
師
の
意
識
を
高
め
る
上
で
の
効
果

も
大
き
か
っ
た
。
担
任
を
受
け
持
っ
た
磯
貝
裕
子
先
生

は
こ
の
よ
う
に
語
る
。

　「
学
校
改
革
は
生
半
可
な
気
持
ち
で
は
出
来
ま
せ

ん
。
当
初
は
、
本
当
に
自
分
に
出
来
る
だ
ろ
う
か
と

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
ま
し
た
が
、
他
の
先
生
方
と

話
し
合
い
、
具
体
的
な
準
備
を
進
め
る
中
で
、
気
持

ち
が
前
向
き
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
」

　
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
改
革
を
進
め
た
の
か
。

　
大
学
入
試
で
不
本
意
な
結
果
に
終
わ
っ
た
生
徒
か
ら

よ
く
聞
か
れ
た
の
が
、「
あ
と
３
か
月
あ
れ
ば
」
と
い

う
言
葉
だ
。
そ
こ
で
、
入
試
に
向
け
て
の
準
備
を
早
め

る
た
め
に
、
２
年
生
12
月
に
行
っ
て
い
た
修
学
旅
行
を

10
月
に
前
倒
し
す
る
な
ど
行
事
の
流
れ
を
見
直
し
た
。

　
進
路
指
導
が
体
系
立
て
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も

課
題
だ
っ
た
。
進
路
意
識
を
育
て
る
に
は
１
年
生
か
ら

学
習
習
慣
を
付
け
、
進
路
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
、３
年
間
の
進
路
指
導
の
流
れ
を
検
討
し
た
。

起
点
と
な
る
取
り
組
み
と
し
て
、
入
学
式
の
数
日
後
に

「
ス
プ
リ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
」（
Ｐ
．18
写
真
）
を
行
っ
た
。

教
科
ご
と
に
学
習
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
予

習
や
復
習
の
方
法
を
徹
底
指
導
し
、
高
校
生
と
し
て
の

自
覚
を
持
た
せ
た
。

　「
高
校
生
活
は
勉
強
が
本
分
で
あ
る
こ
と
を
強
調

し
て
伝
え
る
な
ど
、
生
徒
に
対
し
て
学
校
と
し
て
の

『
所
信
表
明
』
を
行
い
ま
し
た
」（
磯
貝
先
生
）

埼
玉
県
立
浦
和
西
高
校

磯
貝
裕
子

　 Iso
g

ai H
iro

k
o

教
職
歴
26
年
。同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。学
習
指
導
部
。

「〝W
here there is a w

ill, there is a w
ay

〞
を
生

徒
に
伝
え
て
い
き
た
い
」

埼
玉
県
立
浦
和
西
高
校

坂
江
隆
志

　 S
ak

ae T
ak

ash
i

教
職
歴
27
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。
埼
玉
大
に

出
向
中
。「
何
事
も
一
生
懸
命
、
真
摯
で
あ
る
よ
う
心
掛

け
て
い
る
」

埼
玉
県
立
浦
和
西
高
校

加
藤
和
江

　 K
ato

 K
azu

e

教
職
歴
27
年
。同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。学
習
指
導
部
。

「
生
徒
に
と
っ
て
良
い
と
思
う
こ
と
を
優
先
す
る
」

埼
玉
県
立
浦
和
西
高
校

佐
藤
和
平

　 S
ato

 W
ah

ei

教
職
歴
33
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。
進
路
指
導

主
任
。「
学
校
の
主
人
公
は
生
徒
、
教
育
の
主
体
は
教
師

と
い
う
意
識
で
取
り
組
む
」

赴
任
歴
の
浅
い
教
師
が

新
た
な
視
点
で
改
革
に
取
り
組
む

入
学
直
後
の
学
習
合
宿
で

学
校
の
方
針
を
「
所
信
表
明
」
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埼玉県立　浦和西高校埼玉指導変革の

　
ス
プ
リ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
で
教
師
が
驚
い
た
の
は
、
生

徒
が
個
々
に
課
題
に
取
り
組
む
自
習
時
間
の
光
景
だ
。

自
習
の
会
場
に
は
、
私
語
一
つ
な
く
、
鉛
筆
を
走
ら
せ

る
音
や
辞
書
を
め
く
る
音
だ
け
が
し
て
い
た
と
い
う
。

　「
本
校
の
生
徒
は
こ
ち
ら
が
背
中
を
押
し
さ
え
す

れ
ば
、
入
学
時
点
で
も
学
習
に
向
か
う
力
を
備
え
て

い
る
の
だ
と
分
か
り
、
改
革
へ
の
自
信
を
深
め
ま
し

た
」（
佐
藤
先
生
）

　
同
校
の
進
路
指
導
の
特
徴
は
、
１
年
生
か
ら
「
自
己

理
解
」
と
「
進
路
理
解
」
を
重
視
す
る
こ
と
だ
。

　
こ
れ
ま
で
は
校
外
模
試
も
不
定
期
で
、
自
分
の
実
力

を
客
観
的
に
把
握
で
き
な
い
ま
ま
３
年
生
に
な
る
生
徒

が
多
か
っ
た
。
自
己
理
解
の
不
足
に
よ
り
、
適
切
な
目

標
を
設
定
で
き
ず
、
そ
れ
が
対
策
の
遅
れ
に
つ
な
が
っ

て
い
た
。
そ
こ
で
08
年
度
か
ら
は
、
１
年
生
か
ら
定
期

的
に
模
試
と
ス
タ
デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
、
生
徒

が
自
分
の
学
力
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　
生
徒
に
進
路
の
見
通
し
を
持
た
せ
る
に
は
、
進
路
に

関
す
る
具
体
的
な
情
報
が
必
要
に
な
る
。
そ
こ
で
「
進

路
ノ
ー
ト
」
の
活
用
、
大
学
説
明
会
、
大
学
教
員
に
よ

る
模
擬
授
業
、外
部
講
師
の
進
路
講
演
会
な
ど
に
よ
り
、

適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
情
報
提
供
を
心
掛
け
、
進
路

理
解
を
促
し
て
い
る
。

　「
自
己
理
解
と
進
路
理
解
が
結
び
付
い
た
時
に
、

生
徒
の
中
に
目
標
が
生
ま
れ
ま
す
。
１
年
生
か
ら
個

人
面
談
や
三
者
面
談
を
行
い
、
進
路
情
報
と
生
徒
の

意
識
を
結
び
付
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、

進
路
を
決
断
す
る
の
は
、
あ
く
ま
で
本
人
と
保
護
者

で
す
。
我
々
は
情
報
提
供
や
面
談
に
よ
っ
て
、
生
徒

が
自
主
自
立
を
実
現
す
る
材
料
を
そ
ろ
え
る
役
割
に

徹
し
て
い
ま
す
」（
佐
藤
先
生
）

　
進
路
指
導
改
革
と
並
行
し
て
、
目
標
実
現
に
向
け
た

学
力
向
上
へ
の
取
り
組
み
に
も
力
を
入
れ
た
。
ま
ず
、

生
徒
の
自
主
性
に
任
せ
て
い
た
生
活
面
や
学
習
規
律
の

指
導
の
在
り
方
を
見
直
し
、
丁
寧
に
生
徒
・
学
習
指
導

を
行
う
よ
う
に
し
た
。
08
年
度
１
年
生
の
担
任
だ
っ
た

学
習
指
導
部
の
加
藤
和
江
先
生
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「
集
中
し
て
授
業
を
受
け
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と

が
先
決
だ
と
考
え
ま
し
た
。
遅
刻
や
授
業
の
受
け
方

の
指
導
な
ど
基
本
的
な
こ
と
ば
か
り
で
し
た
が
、
生

徒
が
自
覚
し
、
自
ら
変
わ
る
ま
で
続
け
ま
し
た
」

　
根
気
強
い
指
導
に
よ
り
生
活
面
は
徐
々
に
改
善
し

た
。
例
年
は
全
学
年
で
毎
日
百
人
を
超
え
る
遅
刻
者
が

い
た
が
、
最
終
的
に
こ
の
学
年
で
は
ほ
と
ん
ど
い
な
く

な
っ
た
。
授
業
態
度
も
目
に
見
え
て
良
く
な
っ
た
。

　
続
い
て
、
隔
週
土
曜
日
の
授
業
実
施
、
放
課
後
補
習

や
週
末
課
題
の
充
実
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
っ
た
。

　
一
連
の
指
導
を
生
徒
は
ど
う
受
け
止
め
た
の
か
。
最

初
に
見
ら
れ
た
の
は
反
発
だ
っ
た
。「
ス
プ
リ
ン
グ
セ

ミ
ナ
ー
」
の
詳
細
は
入
学
前
に
告
知
し
て
お
ら
ず
、
普

段
の
課
題
や
補
習
の
量
も
先
輩
に
比
べ
て
か
な
り
多
か

っ
た
。
入
学
前
に
抱
い
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
と
異
な
る
高

校
生
活
に
、「
ど
う
し
て
自
分
た
ち
の
学
年
だ
け
大
変

な
の
か
」「
こ
ん
な
に
勉
強
さ
せ
ら
れ
る
の
な
ら
入
学

し
な
か
っ
た
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
た
。

　「
か
つ
て
の
本
校
を
知
る
保
護
者
か
ら
も
、『
課
題

が
多
過
ぎ
る
』
と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
私
た
ち
は
生
徒
の
力
に
な
る
と
信
じ
、

初
志
貫
徹
の
姿
勢
を
取
り
ま
し
た
」（
磯
貝
先
生
）

　
日
々
の
指
導
は
生
徒
と
の
根
比
べ
だ
っ
た
と
、
加
藤

先
生
は
振
り
返
る
。

　「
模
試
を
受
け
な
い
生
徒
を
見
つ
け
た
ら
、
放
課

２００８年度の「スプリングセミナー」の自習時間に課題に取り組む１年生。
学校生活の基本は学習にあることを生徒に意識付ける初期指導として
効果を上げている

集
中
し
て
授
業
を
受
け
る
環
境
づ
く
り
に

徹
底
的
に
こ
だ
わ
る

日
々
の
指
導
の
積
み
重
ね
が

生
徒
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
す
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後
に
個
別
に
呼
び
出
し
て
理
由
を
聞
い
て
注
意
し
、

一
人
で
問
題
を
解
か
せ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
指
導
を

粘
り
強
く
繰
り
返
す
う
ち
に
、
徐
々
に
で
す
が
、
私

た
ち
教
師
の
言
葉
を
受
け
入
れ
る
姿
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」

　
生
徒
の
意
識
の
大
き
な
変
化
を
感
じ
た
の
は
、
修
学

旅
行
の
直
後
だ
と
い
う
。

　「
修
学
旅
行
後
の
学
年
集
会
で
『
高
校
生
活
の
楽

し
い
行
事
は
全
て
終
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
全

力
で
大
学
入
試
に
向
け
て
頑
張
ろ
う
』
と
話
す
と
、

生
徒
の
顔
つ
き
が
ぐ
っ
と
引
き
締
ま
る
の
を
感
じ
ま

し
た
。
２
年
間
か
け
て
生
活
・
学
習
指
導
を
続
け
、

自
己
理
解
や
進
路
理
解
を
促
す
指
導
を
行
っ
て
き
た

こ
と
で
、
我
々
教
師
の
『
本
気
度
』
が
伝
わ
っ
た
の

で
し
ょ
う
。
意
識
は
一
気
に
受
験
に
向
き
、
ス
ム
ー

ズ
な
切
り
替
え
が
出
来
ま
し
た
」（
加
藤
先
生
）

　
良
い
緊
張
感
を
持
続
さ
せ
る
た
め
、
２
年
生
の
３
月

ま
で
は
、
大
学
説
明
会
や
各
教
科
の
受
験
勉
強
講
座
な

ど
イ
ベ
ン
ト
を
立
て
続
け
に
実
施
。３
年
生
に
な
る
と
、

模
試
や
入
試
情
報
の
提
供
と
共
に
、面
談
を
繰
り
返
し
、

「
第
１
志
望
は
必
ず
受
験
し
よ
う
」
と
強
調
し
て
伝
え
、

高
い
目
標
を
キ
ー
プ
さ
せ
た
。

　
取
り
組
み
の
成
果
は
、
08
年
度
入
学
生
が
受
け
た
11

年
度
入
試
の
結
果
に
表
れ
た
。
国
公
立
大
の
現
役
合
格

者
数
は
、
27
年
ぶ
り
に
20
人
を
超
え
て
28
人
に
上
り
、

首
都
圏
難
関
私
立
大
の
合
格
者
数
も
前
年
の
９
人
か
ら

24
人
に
増
え
た
。
更
に
、
例
年
な
ら
志
望
校
を
下
げ
て

い
た
成
績
中
位
層
が
最
後
ま
で
志
望
を
貫
き
、
首
都
圏

の
中
堅
私
立
大
に
次
々
と
合
格
。
現
役
合
格
率
は
前
年

度
に
比
べ
て
約
10
ポ
イ
ン
ト
高
い
79
％
と
な
っ
た
。
ま

た
、
浪
人
生
に
な
っ
た
生
徒
も
、
合
格
を
手
に
し
た
上

で
更
に
上
を
目
指
す
者
が
多
く
見
ら
れ
た
。

　「
教
師
の
思
い
を
受
け
止
め
、『
た
と
え
合
格
で
き

な
い
と
し
て
も
第
１
志
望
は
受
験
す
る
』
と
考
え
て

実
行
し
た
生
徒
が
多
か
っ
た
こ
と
が
良
い
結
果
に
つ

な
が
り
ま
し
た
」（
佐
藤
先
生
）

　
現
在
は
、
指
導
方
法
が
変
わ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
上

で
入
学
す
る
た
め
、
初
め
か
ら
授
業
態
度
は
良
く
、
生

活
面
の
指
導
は
ほ
と
ん
ど
必
要
な
く
な
っ
た
。

　
こ
う
し
た
生
徒
の
変
化
を
喜
ぶ
一
方
で
、
教
師
が
頑

張
る
ほ
ど
生
徒
が
自
ら
力
を
出
そ
う
と
し
な
く
な
る
面

が
あ
る
こ
と
に
も
気
付
い
た
。
例
え
ば
、
生
徒
会
活
動

や
学
校
行
事
な
ど
は
、
以
前
の
方
が
力
強
か
っ
た
と
感

じ
る
場
面
が
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
保
護
者
か
ら
は
依

然
と
し
て
、「
教
師
が
指
導
し
過
ぎ
で
は
な
い
か
」
と

い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
同
校
は
、
現
在
の
指
導
は
あ
く
ま
で
も
通

過
点
と
捉
え
て
い
る
。

　「『
放
っ
て
お
い
て
、
生
徒
が
自
ら
気
付
く
ま
で
待

つ
』
状
態
か
ら
、『
教
師
が
働
き
掛
け
て
生
徒
に
気

付
か
せ
る
』
状
態
に
進
み
ま
し
た
。
学
校
の
主
役
は

生
徒
で
す
が
、
教
育
の
主
体
は
生
徒
で
は
な
く
教
師

で
す
。
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
指
導
が
、
一
連
の
改

革
を
経
て
よ
う
や
く
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。
次
の
段
階
と
し
て
、『
生
徒
同
士
が
影
響
し

合
っ
て
気
付
く
』
状
態
に
進
み
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」（
佐
藤
先
生
）

　
生
徒
が
互
い
を
高
め
合
っ
た
好
例
が
、
朝
学
習
の
広

が
り
だ
。
改
革
の
初
年
度
、
４
月
に
行
っ
た
ス
タ
デ
ィ

ー
サ
ポ
ー
ト
の
結
果
が
良
か
っ
た
た
め
に
夏
休
み
の
学

習
対
策
が
手
薄
と
な
り
、
11
月
の
模
試
の
結
果
が
大
幅

に
悪
化
し
た
。
そ
こ
で
、
11
年
度
は
１
年
生
と
３
年
生

で
「
始
業
前
の
朝
学
習
」
を
取
り
入
れ
た
。
１
年
生
は

ス
プ
リ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
で
得
た
緊
張
感
を
保
つ
た
め
、

担
任
が
監
督
。
３
年
生
は
昇
降
口
に
国
語
、
数
学
、
英

語
の
プ
リ
ン
ト
を
置
き
、
自
主
学
習
で
き
る
態
勢
を
と

っ
た
。
す
る
と
、
２
年
生
の
生
徒
か
ら
「
自
分
た
ち
も

朝
学
習
に
取
り
組
み
た
い
」
と
の
声
が
聞
か
れ
る
よ
う

に
な
り
、
そ
の
思
い
を
後
押
し
す
る
形
で
、
２
年
生
に

も
朝
学
習
が
導
入
さ
れ
た
。
２
年
生
に
は
監
督
が
付
か

な
い
が
、大
半
の
生
徒
が
始
業
前
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
今
で
は
、「
前
年
度
の
実
績
を
超
え
た
い
」
と
い
う
、

学
年
間
の
良
い
意
味
で
の
ラ
イ
バ
ル
心
も
、
指
導
改
善

の
原
動
力
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　「
い
か
に
自
然
な
形
で
生
徒
が
気
付
く
き
っ
か
け

を
つ
く
り
、
本
当
の
意
味
で
の
自
主
自
立
へ
と
導
く

か
。
我
々
教
師
の
指
導
力
が
問
わ
れ
る
、
非
常
に
難

し
い
指
導
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
教
師
が
本
気

で
や
ろ
う
と
思
え
ば
、
生
徒
は
変
わ
る
と
信
じ
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
」（
坂
江
先
生
）

教
師
が
気
付
き
を
促
す
指
導
か
ら

生
徒
が
影
響
し
合
い
気
付
く
状
態
へ
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